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2)個別避難計画（※〉鍾作蹴
蕊遵麹祷勤婆巽鍵まく鰯慧､鐸書鐙鋤畿瞳、

＜課題＞ 蝋支搬榊聯繍繁瀞噸燃翻概繍瀦、

避難行動要支援者名簿〈平成ZS年に作成義
務化）は､約雲雲％の市町村において作成される
など､普及が進んだものの､いまだ災害により､多く
の高齢者が被雲を受けており､避難の実効性鰯確

保に誘臘(騨醗…零繍鶏織践）
＜対応＞

避難行動要支援者の宵溝かつ迅速な避難を図
る観点から､個別避難計画について懲市醗村腫作

鰹 避難勧告黍避難指示の－本化等

く課題＞

本来避難すべき避難勧告のﾀｲﾐﾝｸで避難せ
ず､逃げ遅れにより披災する者が多数発生．避
難勧告と指示の違いも十分に理解されていない。

鴎懲繍鱒繊）

Y
ウ

＜対応＞

避難勧告指示を一本化し､従来の勧告の段階
から避難指示を行うごととし､避難婿報のあり方を種
括湖こ見直し．

鱸
避難償報鰯報遜ｲﾒ…ジ〈内閣府審議鰯
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し ’動要支援者支援のこれまでの経緯避難行
_二一

国等の動き 宮崎市の動き

｢災害弱者管理制度」開始（主に火災を対象としたもの）
平成12年

登録申請書提出による名簿作成
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観測史上最大となる10個の台風が上陸

災害時要援護者の避難支援ガイドライン作成
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台風第14号発生 宮崎市に大きな被害をもたらす

「災害弱者管理制度」を「災害時要援護者情報管理事業」に変更

本人同意により、自治会、民生委員等に名簿情報提供開始

’
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平成18年
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「宮崎市災害時要援護者避難支援プラン」策定

地域における避難支援体制の構築推進
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15,900人 行方不明者 2,523人2021年3月11日現在）

「避難行動要支援者名簿」の作成を市町村に義務化

東日本大震災の発生(死者
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災害対策基本法改正 今
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「宮崎市要配盧者避難支援プラン」策定

「避難行動要支援者名簿」作成 及び 地域への名簿提供開始

地域による避難支援体制の構築と「個別避難支援計画｜の作成推進
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平成30年7月豪雨発生（死者224人 行方不明者8人）

台風第19号発生（死者105人 行方不明者3人）

令和2年7月豪雨発生（死者84人 行方不明者2人）
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災害対策基本法改正 ＝＞ 「個別避難計画」の作成を市町村の努力義務化

災対法改正に伴う「宮崎市要配盧者避難支援プラン」改定作業

個別避難計画作成のモデル事業実施

「個別避難計画作成事業」開始
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避難行動要支援者要配慮者

要配慮者のうち、自ら避難することが困難な者で

あって、円滑かつ迅速な避難の確保を図るため特
に支援を要する者。

（具体的な範囲は「宮崎市地域防災計画」に定め
ます。）

防災面や災害発生時に特別な配慮が必要な人
①介護支援が必要な高齢者 ②障がい者
③難病患者 ④傷病者 ⑤乳幼児 ⑥妊産婦
⑦小学生 ⑧日本語が不自由な外国人 等
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避難行動要支援者の範囲 ｜
’

避

ア 65歳以上のみの世帯で、要介護1又は2の認定を受けている者

イ 要介護3以上の認定を受けている者

ウ 視覚障がい、聴覚障がい、肢体不自由及び呼吸器機能障がいの級別1級又は
2級にあたる者

工 重度の知的障がいがあると判定された者

オ 精神障がい者保健福祉手帳の交付を受けている者のうち障がい等級が1級である者

力 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第5条、第77条第3項
又は児童福祉法第6条の2の2の規定に基づく支給決定を受けている者のうち、本市
が医療的ケアが必要と認めた者

キ 特定医療費（指定難病）支給認定者及び特定疾患医療受給者のうち、身体状況が「人
の助けがあれば歩くことができる」「車いすなら移動できる」「ねたきり」「人工呼
吸器装着者」のいずれかの者

ク 本市が生活・学習アシスタントの派遣を決定した児童生徒

ケ その他、登載を希望し、市長が避難支援等の必要を認めた者

』



宮崎市の避難行動要支援者名簿の取組み
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避難行動要支援言〔遥碧謹壷鋤はてきらう〕 避難支援等醸讓騒嘗《支議の体制をつくる〕’
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宮崎市のこれまでの取組みれ での

これまでの宮崎市の取組

避難行動要支援者名簿に墓づき、各地域の避難支援等関係者を中心として一人一人(こ「個
別避難支援計画」を作成、共有することを推進

＝>地域の実情に合わせた取組であるため、地域ご､との取組に差

※地域自治区ごとの作成率：1％～70％ 宮崎市全体の作成率：30.64％（1,875件)R5年4月現在

避難行動要支援者の地域による避難支援体劉の構築

冨崎市では、災害対策墓本法と宮崎市地域防災計画に基づき、歩行ができないなど

の理由により．災害時に自力での避蓮が困難と思われる方を「遊離行動要支援者』と

して、名簿を作成して災害時の救助活動や安否確麗に活用することとしています。

「
▼
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一舜で例一く件一■函璽匡
幽
。

名簿に登載された方たちには、日頃の備えとして本人の情報を地域に提供する事に
ついて、拒否するのかどうかを確認させていただきます．

拒否されなかった場合には、本人の情報を『避難支援等関係者（自治会、民生委員．

児童委員ばど)』に提供します。

避難支援等関係者は、提供を受

自宅に訪問して、本人の身体の機

かどうかを砿鰯します。

けた

能や

名簿の情報を基に、避難行動要支援者の方のご

家族の状況を聞き取り、地域からの支援が必要

地域からの支援が必要な場合には、本人や家族の状況や緊急時の連絡先、誰がどの

ように避難を支援するのかを話し合い、『個別避難支授計画書」を作成します働

この取組により、_避難伝動要支援者の方たちの命が必ず保輝されるわけではありま

せんし、避難の支援をお願いする方たちにも［自分と家族の生命の安全と財産が守れ

る範囲での支援j をお願いしています盈一

しかしながら、災害時に助からない命を少しでも減らすことができるように、宮燭
市はこの取組を推進していきますので、ご理解いただきますようよろしくお願いいた
します。

蕊篭鰡幾W鮒鰯謝…鐵葱議簔薑
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避難行動要支握者支援体制の取組の流れは以下のようになっています。
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’ 法改正を受けての宮崎市の取組方針 ’

’ 令和3年5月 災害対策基本法改正弓「個別避難計画」作成を市町村に努力義務化

※あわせて、「避難行動要支援者の避難行動支援に関する取組指針」も改定

塗改正及び取組指針を受けての宮崎市の取組

○できるだけ早期に個別避難計画の作成を進めるために避難行動要支援者のうち

優先度の高い人から作成 する。

一>災害八ザードの状況や心身の状況、独居等の居住実態等によって、個別避難計

画作成の優先度を判断

○個別避難計画の作成は、本人の心身の状況や生活実態を把握している福蓮事門

職や檬々な関係者と連携煙て取組む。

->今後、個別避難計画作成を福祉専門職と連携して取り組むために「個別避難計

画作成業務」として、福祉事業所へ委託
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個別避難計画を集約し遡晦蝿璽避難支援等関係言へ提撰（市）
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避難行動要支援者支援体制構築フロー

｜ 避難行動鼓援者名簿の作成 提供(市） 1
4

牢 ･ユ ーー 基

避難行動要支援者名簿の共有
…蜂宇

琴

（自治会、民生委員｡児童委員等の地餓の避難支援等関係者）

※市が作成した名簿雪載琶のうち地域への精報提侠に同意した人のみ登城へ

※名簿情報により遥雲&支援等関係者が避難行動要支援者種把握する影 蔑卿支癖鰯溌琶が
遡睡子睡支罐暹

※日頃の地域活動（見守り活動等）との連蕊．
知るきっかけ

才蚕きぎ 一 一
一 一......_…-.....J-...--茎－－－－…__己.--畠_圭墨皇..､二・.-.....-..--....-__.．
、 ■戸

#優先度の高い避難行動要支援者、‘ 優先度の高い避難行動要支援者以外 一．一一、

!i竺篝 li匠塗遡 蕊｜|｜画の作成更新！|；

畢 迅 与

｛個別避難計画を集約し地域の避難支援等関係者へ提供(市） ）
■■

＝象＝ s 1"星塁畢≦辱= 皇△~－誉-＝､ユュー ム “△一 ‐、垂

日頃からの備えとしての避難支援体制づくり 、
（地域の避難支援等関係者） 、

■ 三＝息 雲窒一ゞ
③個別避灘獄画の共有

・遡謹附子動要支援者が幽域と繋がるきっかけ

。 ② 地域内での役割分担の確認

．日頃（平常時）の活動と災害時の役割の確認

■
４
．
嘩
副
篭
銅
蟻

⑤地域と福祉毒門職（事業所）との情報交換

・見守り情報交換会などの活用（地域の情報を持ち寄る）

一一一一一一一一斗幸一

一
琴
曇
”

謹
一
雲

！ ③ よりよい個別避難計画の作成

鴬 ”必要な場合は婆支援者を訪問・地域ができる支援を個別避難計画に追加 尋
・支援者がいない人の対応 ．日頃の活動に避難行動要支援者を巻き込む

⑤避難行動要支援者を巻き込んだ地域の防災訓練の実施 など ．

＝毎 宮 一

亨
争
Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
ｈ
幽
導
炉
説

曲
盈
・
宇
寧
簿
や
薄
薄
■
侮
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｢個別避難計画」作成委託フロー一一→
Ｎ
Ｉ
Ｉ
‘
１
１
ノ
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出

を
提

ｊ
へ

画
１

計
課呈

而
鍛
繊

雲
函
露

ｆ
ｒ

Ｉ

の
市

者
崎

象
宮

対
を

託
ｊ

委
画

俸
蝿

に
避

基
別

を
個

報
ｒ

情
後

簿
成

名
作

：

／

可
【地域の避難支援等関係者】【事業所】

①地域と福祉専門職（事業所）との情報交換

・見守り情報愛換会などの活用（地域の情報と専門職の情報の交換）

② よりよい個別避難計画の作成

・支援者がいない人の対応 ・地域の支援者と福祉専門縦の役割分担

導蕊支擾書を巻き込んだ地域の防災訓練の実施 趣ど

【宮崎市】

①提出された「個別避蔓鯖十画」の内容確認→確認後．委託料の支払い

②個別避難計画を集約し地域の避難支援等関係者へ提供

【宮崎市】

①意向確認醤により事業受託可と回答された事業所と委託契約の締結

②委託契約締結後、作成委託対象者の名簿情報の提供



’
■･ﾏ･ …

’個別避難計画作成に係る避難行動要支援者の優先度

避難行動要支援者名簿登載者のうち、ハザード区域（洪水・津波・土砂災害）に
居住しているもので、次のいずれかの要件を満たす者。

① 要介護3以上の認定を受けている者

② 名簿登載要件 ウの者のうち、重症心身障がい者の認定を受けている者

③ 名簿登載要件 ウの者のうち、視覚かつ聴覚障がい者

④ 本市が医療的ケアが必要と認めた者（名簿登載要件 力の者）

⑤ 名簿登載要件 キの者のうち、人工呼吸器装着者

⑥ その他、市長が優先度が高いと認めた者

● ①
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’

１
１

優先度の高い要支援者の個別避難計画（福祉専門職が作成）寸ロ I
【

宮埼市個別避錘計画く率率所配入贋）

’ ’ I

’ ’

:蓋蓋

’

’

災害ハザードの

状呪

避
難
の
方
珪

避
難
支
慢
者

その他

関係挫倒

遷
難
支
援
に
関
す
る
事
項

作成日

洪水〈大南･台

風J時

大地重発焦時

①

②

慨 19伝達での宙
意事項

篭苛舜導時の詔

童事項

その他

特記事項

【逓劉蛭蹄･避蓮手段 等X髭麹塙所； 》<憲魏手段： 〉

自宅赫近⑫糞萱危賦画所 口 悪 ロ有【 ）

※避難支援簿関係毒や逓離支援肴へ梶倣され寵す-ので､剃髄支援轡の悶爵

氏名等

住所

可能な支装

氏名等

住所

可能な支撞

令和 年 月 日

洪
水

ロ 津董畢ﾌk塑龍坤壁イ m ～ 、）

民生霊屍名

ケアマネ

相鎮支援
等

堂
溺
支
媛
事
嘱

医
鉦
釣
支
鐙
事
項

ロ 浸水鍾定区域《 m ～ m》 ロ 家屋侭

ロ 土石流警戒〈神別警戒)区域 ロ 急傾斜

埴等

地整

迩塞区域

戒暦番別警裁》区域

薙麹完

選詮方法

額謝先

選麹方法

《例）耳浮砦霊9‘,圭塗窪\嘗毎侵譜分r釜宴 文字による炳報伝透部必要 零

【隣）握袈.軍いす．必霊な避鈍剛凰 等

《鯛》蚕嘩在宅堪鈴のため､3B日以降は支媛扮寅の支給が必養．唾疸の変化夢雲手の尭鐘_墨嘩が必姜 等

【事砿踊竪 ロ不要 ・ ロ養一 讃圭 ロ済 ロ米】

《鋸》人エ呼亜蚕表閣の猿め･炭研停電の鶏舎は電源砺母が必要･ 長雨理動の鳴合は.入院ぷ必要 等

【事嗣鯛整 ロ不巽 ・ロ要一 調整 ロ毒 ロ未】

ロ 情報伝達 口避鞭醗導 口安否確認 ロ認f識字垂支援

ロ 情報伝達 ロ琵謎誰導 ロ安否確認 口蓋錘卒壬支援

匿名且 0でE■■P B里淫垂

鐸2 U亭尊苓轟6 鍾濁●

ロ 自宅 ロ 統戚・知人宅 ロ 巽設さ歩た塞宝途垂罰
ロ その他（ ）

ロ 自分､家族で巡錐 ロ 逆麺支媛迩と遊離 ロ その他

ロ 自宅 ロ 親戚･知人宅 ロ 開設された梅憲邇灘蔚

ロ その他（ 》

ロ 自分､寂族で劃壁 口 型堕支塑雪と窒宝 ロ その他

作成者
願案所名

氏名

箇治金名

連絡先

達絡先

【口頭可》が得られた方のみ認穀

ロ未加入

宮崎市長 宛

個別避難計画に記載された情報について、災害に備え、平常時から地域における避難支援体制
を柵築するため､宮崎市地域防災計画に定める避難支援等関係者及び避難支援者へ提供すること
に同窓します。

令和 年 月 日 ※代理で記載の湯aはこちらもご記入ください

氏名（自署）
所

名〈続柄）

基
本
事
項

要
支
援
者
の
状
況

フリガナ

氏 名

住 所

自宅迺彗

暁帯電鱈

支橿区分

家族構躍

住居

緊急

運絡先

主奪埋里･唾がL零

医爆

介碓
癌祉

サービス

利用状況

支援が必

翌な率頃

富輯市

ロ 要介蓬〈委介筆 》 O 身体鎌がい《視覚 ・聴覚・呼吸鶴・絞体 ・その他 》 ロ 溌寓

ロ 蛎神緯がい ロ 麹病 ロ その他《 》

ロ 一人暮らし

ロ 叢族等と同磨 人〔本人含む〉 一【.嵩崎家撫埠がいる画家腹等がいない時間がある（巳中・夜隣）

ロ ー芦建て住宅 ロ 集合住零《 階｝燕国/の 有 無 ロ その他《 ）

①

⑭

ロ 科剛有

ロ 科用鮭

□ 立つことや歩街が迩零率い 口 音が聞こえない〈聞逢取り侭くい〕 ロ 物が見えない《見え健くい》

ロ 君蕊や文字の唾鱗がむずかしい ロ 危険なことを卿覇できない ロ 錨藍見ても処人や恋旗とわからない

□ その他《 》

｡扇…ｱ(鯛《P鷲電篭‘｡"》函馴《･團鰯･事鰯’ ）》

電霜再痒の畠実差 必妄一 不要 〃”子リーの纏韻‘ 》用返しているバッテリー唇轟く ）錆閤

氏名

住所

氏名

住所

(続禍 ）

《軽椀 ）

利用してい

愚サービス

主な率某所

かかりつけの堕潅堀噸等

塵星雲胸毛

竃窒蓄畢

露痔使鰯名

唯話芸号

ロ 陣がい支樫区分 《 】

性
荊

ファックス

←ル

連繍先

連絡先

生
年
月
日

服用中の薬

律電毒'二掃出心塞葬もの蛙Oで璃む

大正・昭和・平成・令和

年 月 日

介護･医疲撞饗



令和5年度 宮崎市の具体的な取組禾 体

※自助を高める手段として、災害時タイムラインを個別避難計画の裏面に記載
災害時タイムライン(本人・家族 記入面） ※わからないところは空掴のままで大丈夫です。

FIKまず確認】｝ 、
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ロ
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ュ
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１
Ｉ
Ｉ
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Ｉ
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ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

》
巌

一
軍

》
錘

一
函

Ｉ’
ん

ゞ

住

（ Iロ 屋内待機(在宅避難)も可縫今

丈
窄
い》

頑
よ

が
深

物
水

ら
廷
浸
挙

口
ｐ

ｐ

ｒ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

は宅自
』

で

１

|:薑:‘÷1．ゞ…麹…
ヰゞ………

宅
保
喧
確

誌
が

避
全

垂壼の
争

鍵嘩彰
ｌ

い

口 親唾、知人宅に避難

ロ 闘設された指定避難所
（ ）

に避難

ロ ホテル等(自費)に避難

Z

口 垂直避難(廷物内）も可能

安全な場読へ避難が必要

焔
ｰ

【マイ・タイムライン】 【避難が長くなった場合に困る事】

レベノレ1 しおくノレ2 レベノレ3菩壷レベル レベノレ響 レベノレ5 生壼上の困りごと
臣ﾆﾆﾆ

緊急麦全錘鐸垂錘橘報 冨鐇雪雲垂錘日手蓉琴＝毒の琴z画､け 垂華妻壼

大雨

風

河jIIの氾謹

土砂災害

報
一
報

章
一
軍

注
一
途

軸一》

大雨･洪水･高垂壽童簔 大軍特涜警報等大雨･雲水書報

暴風筈報
（暴風となる6～3時間前程度）

氾濫危険僑報氾壼簔戒矯報
〔数詩問～1時間前程度〉

土砂災害書垂措報
恩土砂糞害の危険度が蔵空ろ最大雲考悶武稻腰

□●●わ●●●｡●●●●●■気
象
情
報

る こ…幸

寺七一一三重＝\‐…需

蕊 蚤霄箪衰
さ与身＝景患 晶基氾塞津重信報

寒族やケアマネーージャー等の避墾支援者等と、
避登をする壗合の行動を確認

自宅外へ避釜が必要な堤合は
避垂開始

垂彗指示時には、危鍾な鬚所か
ら全員琴錘

行動のめやす

健康上の困りごと
垂L旦垂塞涯.一 密雲一

私と家族が

とる行動

=程とろ‐ 一や勺一一一一一一一 エーニーー

… 一～ 一 ｸﾚ

心一一…や…二 一 ＊肉

…壷官等燕苧窒．
舗鞄争奉＝零 率F’
牝v命檎喧種.罠爵‘蕊裁、

･避義時持ち出し品の陸里

･避難をする相手先(親戚宅等)と連絡をとる。
･達簔の手段を確露
･壹宅内の安全な場所を鐘契

○○○へ遷難弱始

市からの選菱所開設情報等を鐘翠
･危険な場所か居逵垂
･三宅内の安全な場所ヘヌ塁萎

記入例

【災害時に助けてほしいこと】

ロ 避難情報など雲災害の惰識を教えてほしい

ロ 避難する場合に手助けをしてほしい

□ その他（ ）

【あなたの避難を支援する人(避難支援者）】

住蔬氏名（関窪〕 電話番号

（

』

（

』

（

』

軍
．

避難するときに持っていくもの
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優先度の高い要支援者の個別避難計画（福祉専門職が作成）

ｌ

洪
水 ロ 垂永畢定区域〔 m ～ m

ロ 土石証警戒《特別警戒)区域

ロ 家屋倒壊等氾遼区域

ロ 急傾料地警戒噌寺別警戒>区域

議
水

災害ハザードの
状混

宮崎市鍾別垂■計困(事象所雇入函）

宮崎市長 宛

個別避難計画に記載された情報について、災害に備え、平常時から地域における避難支援体制
を構築するため、宮崎市地域防災計画に定める避難支援等関係者及び避難支援者へ提供すること
に同意します。

令和 年 月 日 ※代理で記載の場合はこちらもご記入ください

氏名（自署） 〆 ゞ-－ 、

ロ 津逓漫水選定地唾（ m ～ 、）

ロ 圏宅

ロ その他（

ロ 親戚･知人宅 ロ 開設された福定遜誼断
）

遠麹先洪水依雨･台
風)時

避
剛
の
方
濫

避難方誌 ロ 自分､家族で避薙 ロ 迦鼬支援肴と避難 ロ その他

ロ 自宅
ロ その他《

ロ 親戚･知人宅 ロ 開設された箔定避難所
》

避醗先
大地震発生鋤

鍔職方途 ロ 自分、顛族で避姪 ロ 避殖支援者と遷麹 ロ その他

※ すので､遜龍支援肴の同童《口頭可泌《得られた方のみ記澱

|雲縫鬚’氏名等 窪婆先

1遜
雌
支
橿
者

住所

|馬｜｜;’

生
年
月
巳

フリガナ 大正・昭和・平成・令秘

年 月

性
剰

可能な支援 ロ 情報伝達 口避鞭瞬導 ロ安否確淫 ロ避垂牛讓支授
氏 名 |着

｜謹鱈錐｜

確認 ロ通園

｢冒悪可

氏名等 連絡先

宮燭市往 航

噂
住所

|ﾌｧｯｸｽ’自宅孟猛 ファックス
＃
口 情報伝達 口遁昌髄秀導 ロ安否確認 ロ壷識字蓑支握可能な蚕搭

|メール’盛帯遼鱈 ←jし

民生婆屋宅 国論書名
ロ未加入

ロ
ロ
ー
ロ

ロ

妄介護《妾介護

輻神韓tい
－

－人蕃らし

蒙族謀と周鯉

）O 身体薄がい《視覚 ・聴覚 ・呼吸轡 ・肢体 ‘その陸 〉 ロ 錘筒

口 麹病 ロ その他（ 》
支撞区分 その他

聞係挫闘

凸宅 車エ■畠 遍越迫基
本
事
項

ケアマネジヤー

福蟄支援専縄員
等

魂翻 嘱■眠岳 鍾卸妾

顯旗檎成
人《率人含む》 一 画常時摩旗等がいる ロ摩雄導がいない齢樹があ急ぐ日中 ・夜間》

f鯛】邸がとおゆため面接の伝違が必要 文字臆よも蛎報伝達が必要 等
住膳 ロ ー芦観て住宅 ロ 集合住鼈《 階）※… 樹 無 口 その他（

；

憤稲伝達での宙
蓮事項

,|嘩鎚’氏名 連絡先
《狭衲《狭衲 ）

薊 獅》担譲皇軍いす．必霊な避鎚剛見 等

住所
鍾睡誘導時の葡

亜事項
緊急

運酪失

|…’氏名 連絡先
<綻柄 《鯛〕…で垂宅竃跳のため.3到圃以降は箕睡物炎の支銘が必雷．遼韓の董化が苦手のため_璽虐氷必至等堂

活
支
思
筆
咽

:Z

住所 避
難
支
援
に
関
す
る
事
項

主な嚢璽･障がL零 かかりつけの匿療披閲噂 服用中の薬 I介;護･医瀝機器
【事煎調謬 ロ不蔓 ・ロ要一 讃斐 口演 ロ未】避駿全宗_f2

の極壷事事
毒牽識鋳名

【鏑》竺呼蜜蕃塞鰻の催め・長誘停霊の事含は竃額浦曇力#必要ロ長蹄杢剥の蛎含は．入屋郡多妻華

匿
蟻
酌
支
媛
砺
咽

孟室書是

窪嘩嬉憾名

竃謂番号 酢竃濁ｻﾆ漏出壁霊なものf麺で園1 【率前調堅 ロ不涙 ・ロ妄一 謂整 ロ済 ロ未】

’

要
支
援
者
の
状
溌

利剛してい
るサービス医瞭

介遜
揺祉
サービス
利剛状況

その他

特記事項ロ 利用柄

主な率茶蔬

【遍剣経酪･溌蓮手段 等】（逓麹場所 <蕊副手段 ）

ロ 科用錬 ロ 瞳がい支援区分 （ 》

。
。

ロ
』
ロ

運つことや歩行が零響なL， 口 膏が閉こえない〈閲き取りにくい） ロ 物が見えない《見えにくい）

君蕊や文字の理鱗がむずかしい ロ 危険なこと巻j阿断廻倉ない ロ 錨畜見でも輝人や家族とわからない

その他《 》
_一一 .=ﾆﾆｰｰｰｰｰ_

（鯛‘ ･麓P::: :･種">;惑諏唾~…， 丁
匿繊的ケア

電唖建保の必要住 必要 ． 不要 【バッテリーの確踊 》用返しているバッテリー唇且《 》錨翻

支擾が必

要な事項

自宅付近の災害危険個所 ロ 無 ロ有《

〕

I |俸威雷’
醗案所名

氏名
令和 年 月 日作成日 作成者



Q ■ G

令和5年度 宮崎市の具体的な取組体 取

優先度の高い要支援者以外の個別避難計画【本人（家族）・地域の支援者が作成】
【わたしの摘報】 燕な基ぺ<本人か家鍾で記入してください.わからないところは雲白で大丈夫です．言、〆

穴正･轌少謬纒･翁穂フリガナ ミヤザキ イチロウ 生
単
身
白

湾崎市では､災害時の避難等に支援が必要である人の名簿〈避難行動蕊支撮者葛簿>を作成してい
ます．

さらに蓮避難行動蕊支援識名簿'二登載された人には､災害がおこったとき仁門滞輝行動ができるよ
う、「臓別透難計画｣を作成し､必要な蓮とをあらか纏め決めておく取組を行ってい索紫漣
ただし今計画作成によ跡支穫が必ず受けられること左嬢鉦するものではなく‐窪

性
別 男

氏 名 言鋪 一郎
Z O 年 1 月 7日

住 所 宮崎市 宮蝿市横逼亜一丁目:『蜜魅

L

災害時の被害を最小限に抑えるた鐘には、

平常時からの取り組みが重要です．『個溌避難計画」
を作成し、災害の備えをすすめましょう．

自宅電話 ○今S曇一○○－1371 ⑧守塞墨一○0－11】1ファックス

撹帯電霊 O9O－oooo－1711 メール 辱し
作成した『値別毒佳計画｣は.平常時から避難支援等

関係者及び避難支援者へ提供し奉す(遥莞唇行動要支援
肴の同意が無ければ提供されません)。

ただし、災害発生時や災害が発生する恐れがある場合
には塔必要に応じて、すべての錆報が提供されます。

L

|"蘂-’
冨喝 花代

《錘梼 子

氏名 連絡銃 098皇一○O－3T I1

1

11J

緊急

連絡先

(本人と連絡が取
れない鳴合の連

絡先）

童崎市娠禰西一丁目ロ番地(亨噸

_翌
~

|""’
以上のことを承剰した上で 霊崎 二郎

《銃橘 弟

c9gs－Oc－oOOC氏名 漣絡鍵

画 琶郡避難計画の作成及び捷供に
同激します

↓

ロ個別避難計画を作成
しません

《■･名輯を霞入し、声崎爾に拠出してくださいa）

聾

○○鰹O○市○○丁目○○健闘

〆一 年一一 一幸内甸白占 一一一一画一~･~－－－－ーや一一一

函 自分(家族)で作成します。

、、、、剛Ｏｉｕ０？。‐ⅡⅡ０８■Ⅱ８■４二日Ⅱ１９１ⅡⅡ，９１″毎毎一

露あり(2》人一画いつもいる窺いな‘,晴間がある《圖寧⑳’
ロ なし（響とり暮らし》

I《暑名極､『災害時ﾀｲﾑﾗｲﾝ<奮峰市舞踊選難針露)』､rわたしの糖報』を記入して
！ 宮輯市に提出してく鐘さい。）

同居している人

電 養介護

ロ 離籍

ロ身体陣がい ロ 知白癬がい 垂轆神簿がい

画 その他（ ）

i ロ作成するために、支援をお摩いします。

（《毎名■と『わたしの憤娘jの住所｡氏名一竃匿番号 を雇入して声晦市に捜出してください｡）
、

該当要件

立つことや歩くことが不安（墨 短鐘麺なら歩ける ロ 車いす使用

耳が聞こえない．聞こえにくい（電 ゆっくり話せ;ま環こえる ロ 牽談

議すことが難しい 口 自が見えない．見えにくい 亘 寝たきり

その他（

罰
罰

ロ
ロ

圃 鍾使用）

口 手話 ）

１
「
１ 署名棚
体の状況

(災害時の困りご
と）

令和○○年○○貢○○白

[本人著名］
氏名(自著）

、

宮崎 一郎

住所 竃 一戸建て住宅 ロ 集合住窪（ 膳〉住まいの状溌

宮嶋市 樺栽壷一了目y謡地

○○麗鴎 "85-00 -OO OOかかりつけ鰯隈 電話※本人が自薙できない鶏合や判翫が困難な堪合Iま代理の方の署名害お願いし案す‐

【代麺箸名】

3
ケアマネージャー

相談支擾専門曇

代理壱 本人篭め その他
関係磯麗

OO ○子 098s－OO -OOOO電語氏名 闘嬢宮嶋 花代 子

代理者

住所 連絡先 一一一一
0985－○○一”” ○○■穐舎

口未酒入

害嫡市権遥壷一丁目7番地
袰生委員 否島 ○○ 窒治会



’
毛.壷。

作成後の個別避難計画の活用

r‐

|k

|
ヨ ー

ー』

周頃力唱蝿憶えとして鯉鯉豊難支援体制づく画

(i糎域⑱避難支援等関繰言）
一

個別避難計画鰯共有

・避難行動雲支援者淘f地域と繁迩wるき口榊け

地壊内で鰡割分担鋤蕊認

。日頃（平常時）の活動と遥害時心役割鯵確認

地域と福祉専門職（事言芽榊 と鰯情報鋪鍵

・見守り情報交換会芯:ど鰯活用（地域の情報壱椿

馳
韓

勧
舗

・見守り情報交換会芯:ど鰯活用（地域”情報種持ち寄る）

よりよい纒捌避震藍計画鋤作成

・必要葱場合は要支援者を訪問 ・蝿塞鳶瀞できる支援を個別避難計画に筵珈

‘支援者瀞い趣い人醗対応 ．日頃鋤活議に要支援者を巻き込鞍

要支援者を巻き込んだ地域鯉防災訓緬実施 葱ど鰯

‐寺

．叩

個別避難計画猛集紺I_,地輔蝿避難支援等関係壱へ提携（市）



宮崎市個別避難計画(事業所記入面）

宮崎市長 宛

個別避難計画に記載された情報について、災害に備え、平常時から地域における

避難支援体制を構築するため､宮崎市地域防災計画に定める避難支援等関係者
及び避難支援者へ提供することに同意します。

令和 年 月 日 ※代理で記載の場合はこちらもご記入ください

「蔓’続㈱ 1
氏名（自署）

宮崎 太郎

－

天壺･唖重j･平成~了令和

40年 1 月 1 日

ミヤザキ タロウ

生
年
月
日

フリガナ 性
別 男

宮崎 太郎氏 名

宮崎市桶通西一丁目7番地住 所

0985－OO-1111自宅電話 0985-OO-ZZZZファックス

090-OOOO-1 W T 1携帯電話 ○○○ne, jpメーノレ
一 一

咽画要介護(要介護ら） 因身体障がい（視覚・聴覚・睦畦ノ肢体・その他）口療育
口 精神障がい 口難病 図その他（医療的ケア児・者 ）

支援区分基
本
事
項

口 一人暮らし

因家族等と同居 Z 人(本人含む）一口常時家族等がいる画家族等がいない時間がある
家族構成

、 夜間 ）
一

ベヨ霊住居｜｜口 一戸建て住宅 因 集合住宅（4 階)XEV □ その他（塗
恵

連絡先
宮崎 花子 0985-OO- 7 1 1 1

090-OOOO-ZZZZ
氏名

子‘(続柄 ）
①

同 上住所

緊急

連絡先 宮崎 次郎

０
３

０
３
０
３

０
３

一
一

Ｏ
ｏ

Ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ

ｌ
ｏ

Ｏ
－
Ｏ
Ｏ

ｏ
９

ｏ
ｏ氏名 連絡先

弟(続柄 ）
②

○○県○○市○○丁目○○住所

主な疾患･障がい等 服用中の薬 ｜介護･医療機器かかりつけの医療機関等 》》○○○病院 ・吸引器医療機関名

○○○○○

…尿病0985-OO -4444電話番号

△△△病院医療機関名

八八八八八
非常時に持出が必要なものは○で囲む

I

0985-OO -4444電話番号要
支
援
者
の
状
況

利用してい

るサービス 宗イサービズ、ショートズテイ

肇痙識》蹄

因 利用有

○○○事業所主な事業所

図 障がい支援区分（ 6 ）口 利用無

立つことや歩行ができない

言葉や文字の理解がむずかしい

その他（

］物が見えない(見えにくい）

］顔を見ても知人や家族とわからない

）

画ﾛ富動国手動》 」
,､るパソテリー容量（ 6 ）時間

国
□

□

口 音が聞こえない(聞き取りにくい）

口 危険なことを判断できない

□
□

支援が必

要な事項

〔雷
医療的ケア 唾2つ因24時間 □間欠的

冑ろう ・ その他

（バッテリーの種類：

口夜間 〉

（

)用意しているバッテリー容量（



因 浸水想定区域(O．Zm ～ 0．ラm) 口 家屋倒壊等氾濫区域

口 土石流警戒(特別警戒)区域 口 急傾斜地警戒(特別警戒)区域

洪
水

災害ハーザードの

状況

因 津波浸水想定地域(1． 0m ～ Z. Om)

因 自宅

ロ その他（

口 親戚･知人宅 口 開設された指定避難所
）

避難閨先洪水(大雨･台

風)時

避
難
の
方
法

因 自分、家族で避難 口 避難支援者と避難 □ その他避難方法

口 自宅 口 親戚･知人宅 口 開設された指定避難所
因 その他（○○○施設へショートステイ ）

避難先
大地震発生時

避難方法 ｜因 自分、家族で避難 口 避難支援者と避難 □ その他

※避難支援等関係者や避難支援者へ提供されますので、避難支援者の同意(口頭可)が得られた方のみ記載

｜篁繕素|同上氏名等 宮崎 花子 （ 子 ）

住所 同 上

可能な支援｜国情報伝達 因避難誘導 因安否確認 因避難生活支援

｜連絡鐙｜氏名等

住所

可能な支援｜口情報伝達 口避難誘導 口安否確認 口避難生活支援

｜鳥室委員名｜青島太郎 ｜‘治会≦’○○自治会

宮崎 花子 （ 子 ） 同 上氏名等 連絡先

①避
難
支
援
者

同 上住所

画情報伝達 因避難誘導 因安否確認 因避難生活支援可能な支援

氏名等 連絡先

②
住所

胄島 太郎 ○○自治会民生委員名 自治会名
口未加入

その他

関係機関

(氏名） <事業所名） (連絡先）

○○ ○○子 ○○○事業所ケアマネジャー

相談支援専門
員等

O985 -OO－5555

(氏名） (事薬所名） (連絡先）

ハハ ハハ美 △△△事業所 O985－OO-6666

(例）耳がとおいため直接の伝達が必要 文字による情報伝達が必要 など

判断能力はあるため、情報が伝われIざわかる
'| *f伝達での
留意事項

(例）担架､車いす、必要な避難用具など

ベッドから車いすへの移乗の際に、本人を抱える等の手伝いが必雲
避難誘導時の

留意事項
生
活
支
援
事
項
一
医
療
的
支
援
事
項

(例)高齢で在宅避難のため､3日目以降は支援物資の支給が必要。環境の変化が苦手のため､配慮が必要 等

同居する家族がいない場合は、食事・排泄の介助が必客

避
難
支
援
に
関
す
る
事
項

避難生活

上の留意

事項

【事前調整 ロ不要 ・ 国要→ 調整 ロ済 因未】

(例)人エ呼吸器使用のため､長期停電の場合は電源確保が必要。長期避難の場合は､入院が必要

医療千1－Zの備蓄Iさz日分あるが、なくなった場合'さ○○○する

服用している薬がなくなった場合は、○○○する

【事前調整 口不要 ・ 因要→ 調整 因済 口未】

その他

特記事項

【避難経路･避難手段等】（避難場所:○○旙受へショートステイ、在宅避難）(避謹佳手段：自家用車での避難）

一

つ

〈爾蕗霊馬~〕

自宅付近の災害危険個所 口 無 国有（ 近くにある用水路 大雨が降ると用水路から浸水してくる ）

事業所名OOO=

氏名 OO OO子
作成日 作成者令和○○年○0月○○日

【在宅避難の場合】
必琴な備蓄品

･食 科 3日分

･オムツ 3日分

･医療品 3日分

．（､ソテリーの充電

自宅



災害時タイムライン(本人･家族 記入面）

託【まず確認】］

”

〆

≦宅は？；
に

建物内の垂直う
宅の2階等)で§

確保できる

建物が頑丈

浸水深より高い

どちらでもない

}住んでいる地域は

、‐

【マイ･タイムライン】

I蝿 溺『
届

しべレベル2レベノレ1 ノレ3警戒レベル

高齢者等避難避難情報 白主避難など注意の呼びかけ

大雨･洪水警報早期注意報
毎』■ － ■■■ ■ ■ C1■ ● 中1■1■1■q■ 凸 缶 缶q■ 寺 一 一 己 勺 毎 一 一 垂 毎 毎 一 一 一』■ － － 勺

強風注意報

大雨・洪水･高潮注意報大雨
■ ｡ ● ● e － － － － － cp■q■ つ ｡ ■ ■ つ ■q■ ■

風

■ ■ ■ ■ － － ■ ■q■ ■ － ＝ 一 一 ＝ 一 一 ＝ 一 一 一 ｡ ■ ＝ － ロ ロ ロ ロ 画 ＝ － ■ ＝ F 一 一 一 一 一 一 ● ‐ ー』■ ■－ 凸 画 凸 一 ■ 凸 一 ＝ 七 一 ＝ 一 口■ q■ ＝ ＝ ■ － － － － － 凸 ら 凸 缶 缶 缶 ＝ q 弓 q 弓 4 4 － ヨ ョ ー ョ 。 ｡ －気
象
情
報

（暴風

氾濫警戒情報 （数

±
（土砂災害0

氾濫注意情報河川の氾濫
一 口 － 口 ■ ■ － － － － ー － 口 一 一 一 巳q■ － － ●

土砂災害

■ ■ － ＝ 凸 ■ － － ＝ ‐ ＝ ＝ ＝ 口 ● ｡ ｡ ● ● ● ● 一 ● ｡ ｡ q■ 参 一 一 一 － － 一 二 二 一 一 己 ー ー－ 1■ ・ － ｡ ｡ ｡ ● ｡ ｡ ｡ ● 一 一 一 一 4■ ■ ■ ＝ ‐ ■ ■

避難指示
ら全員避

自宅外へ避難が必要な場合は
避難開始

家族やケアマネージャー等避難支援者等で、避
難をする場合の行動を確認

行動のめやす

花子が前Kと種侭へ
自宅へ避誰すること
を伝える

気象情報をテレヒ堂から収集
する 気象情報

停電時、
備（､リテ

私と家族が
とる行動

気象情報をテレビから収集する
在宅避難開始花子が備蓄品、持ち

出し品、予備パッテ
Iノー、携帯電話の充
電の確認をする

備蓄品の場所の確認と、憾
中電灯の準備

･避難時持ち出し品の確認

･避難をする相手先(親戚宅等)ど連絡をとる。
･避難の手段を確認
･自宅内の安全な場所を確認

･危険な載易｜

･自宅内の

･○○○へ避難開始

･市からの避難所開設情報等を確認
記入例

【あなたの避難を【災害時に助けてほしいこと】

口 避難情報など、災害の情報を教えてほしい

国 避難する場合に手助けをしてぼしい

□ その他（ ）

氏名（関係）

宮崎 花子 （ 子 ） 同

）（

）（



※わからないところは空欄のままで大丈夫です。

、
－－－ヶ{屋内待機(在宅避難)も可能1

信菫皇重(垂直避難《建物内'も可能｝
…所蝋難が必要‐－－＝仁〉

屋内待機(在宅避難)も可能

口 親戚、知人宅に避難

口 開設された指定避難所
（ ）

に避難

ロ ホテル等（自費)に避難

垂直避難(建物内）も可能畦難(自
昆全が

所へ避難が必要

グ
’

【避難が長くなった場合に困る事】

レベル5 生活上の困りごとレペノﾉレ 4
|ﾐ葦鹿

緊急安全砿保避難指示

大雨特別警報等

暴風警報
となる6～3時間前程度） 』 タ 同居する家族がいない場合Iざ、

食事・排泄の介助が必客氾濫危険情報
時間～1時間前程度）

砂災害警戒情報
)危E剣菱力呵言まる最大2時間前程度）

4

1時には、危険な場所か
難

健康上の困りごと
宝LL…肌一

'1I

をテレビから収集する
暖引棚と使う場合、予
Iノーで姉面する

…

医療千1一切の備蓄はヱ日分ある
が、なくなった場合、疲の吸引が
できない
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支援する人(避難支援者)】

住所 電話番号

届 O90－O O O O－Z Z Z Z

避難するときに持っていくもの

オムツ、医療品、予備（WテIﾉー



一

、
〆

宮崎市では、災害時の避難等に支援が必要である人の名簿(避難行動要支援者
名簿)を作成しています。

＃

さらに、避難行動要支援者名簿に登載された人には、災害がおこったときに円滑に
行動ができるよう、「個別避難計画｣を作成し、必要なことをあらかじめ決めておく取組

を行っています。

、必ず蔓I萱1 二 ～

一一一

而罰 L
ー一

今一 ■』 一 ー

ー一一

力、

ではありません。

災害時の被害を最小限に抑えるためには、

平常時からの取り組みが重要です。「個別避難計画」
を作成し、災害の備えをすすめましょう。

作成した｢個別避難計画｣は、平常時から避難支援等

関係者及び避難支援者へ提供します(避難行動要支援
者の同意が無ければ提供されません)。

ただし、災害発生時や災害が発生する恐れがある場合
には、必要に応じて、すべての情報が提供されます。

に ノ
－一

以上のことを承知した上で

国 個別避難計画の作成及び提供に 口個別避難計画を作成

同意します しません

↓ （署名欄を記入し､宮崎市に提出してください｡）

国 自分（家族)で作成します。

(署名欄、「災害時タイムライン(宮崎市個別避難計画)」、「わたしの情報｣を記入して
宮崎市に提出してください。）．

口作成するために、支援をお願いします。
(署名欄と「わたしの情報」の住所・氏名・電話番号 を記入して宮崎市に提出してください。）

■
】
■ 署名ﾈ閾

令和○○年○○月○○日

【本人署名】
氏名（自署）

宮崎 一郎

住所

宮崎市 橘通西一丁目1藷弛

※本人が自筆できない場合や判断が困難な場合は代理の方の署名をお願いします。

【代理署名】

〆 ~、代理者 本人との

氏名 関ｲ系宮崎 花代 子

代理者
住所 連絡先 0985一○○一1111宮崎市橘通西一丁目7番地

、 ノ



【わたしの情報】※なるべく本人か家族で記入してください｡わからないところは空白で大丈夫です。

大正⑳平成令和フリガナ ミヤザキ イチロウ 生
年
月
日

性
別 男

宮崎 一郎氏 名

ZO 年 1 月 1 日

宮崎市 宮崎市橘通西一丁目1番地住 所

自宅電話 098昂一○○一1111 0985一○○一7711ファックス

携帯電話 090一○○○○一1771 なしメーノレ

宮崎 花代

(続柄 子
氏名 連絡先 0985一○○一7771

）

①

緊急

連絡先 宮崎市橘通西一丁目1番地住所

(本人と連絡
が取れない場
合の連絡先）

宮､崎 二郎

(続柄 弟

氏名 0985－○○一○○○○連絡先

②

○○県○○市○○丁目○○住所

｜ ｜ ’ ’

国あり(2)人→ロいつもいる画いない時間がある、 夜間）
□ なし（ひとり暮らし）

同居している人

国 要介護 口 身体障がい 口 知的障がい 口 精神障がい

口 難病 □ その他（ ）

該当要件

因 立つことや歩くことが不安（因短距離なら歩けるロ 車いす1吏用 日 杖使用）

体の状況
(災害時の困り

ごと）

ロ 耳が聞こえない｡聞こえにくい（回 ゆっくり話せば聞こえる 口 筆談 口 手話

口 話すことが難しい 口 目が見えない．見えにくい 口 寝たきり

□ その他（ ）

住まいの状況 因 一戸建て住宅 口 集合住宅（ 階）

○○医院かかりつけ病院 0985一○○－○○○○電話

ケアマネージャー

相談支援専門員

その他

関係機関
○○ ○子 0985一○○一○○○○電話

○○自治会
壜ヨ島 ○○民生委員 自治会

口未加入



災害時タイムライン（宮崎市個別避；

【まず確認】

｜

安全な場所

浸水想定区域

／□

図

住んでいる地域はX
□

L□

〆

｜…伽 } 鶏
浸水想定区域

土砂災害警戒区域

津波浸水区域

L

、

【マイ･タイムライン】
1.1圏睡．､
ﾀ．i“ 1

9t牛 1

鐙

レベル1 レベル2 レベルS警戒レベル

高齢者等避難避難情報 自主避難など注意の呼びかけ

大雨 早期注意報

強風注意報

大雨･洪水･高潮注意報 大雨･洪水警報
－ － 一 － 一 茸 マ マ マ 炉 q マ マ L気

象
情
報

風
(暴風

河川の氾濡 氾濫注意情報 氾濫警戒情報
（数

一一一王
(土砂災害（土砂災害

避難指牙
ら全員通

家族やケアマネージャー等の避難支援者等と、
避難をする場合の行動を確認

自宅外へ避難が必要な場合は
避難開始

行動のめやす

C担当ケアマネジャ一 青島民
生委員、二良砂､一るこ
とを伝える

"LIの鮒・片付
けを行う

○気象情報・…器剥離宮崎市
賊アーZII需レビ・ラジオ力同ﾘﾇ案
する

》函る私と家族が

とる行動

α脚食料、内服薬な
ど鵬忍･準輪(非常用
持ち出し袋嘩鵠

○テレビやラジホ 聯ア~ZIj
など…灘 河川酬雛
確謡＃ …(…へ移動）…

○気象情報の確認
……]嘩鑑

･避難時持ち出し品や避難の方法を確認する

．避難をする相手先(親戚宅等)と連絡をとる。
･自宅内の安全な場所を確認

･危険な場

･自宅内⑦
･○○○へ避難開始

･市からの避難所開設情報等を確認
記入例

避難が長くなった場合に困る事

※基本的には自宅避難を考えている

【自宅避難の場合】
･備蓄していた食料や水がなく移ること
･薬(高血厘)の残藥がぢく移ること

【避難所の場合】

･足腰が弱いため､椅子･ベッドが必蓉

災害時に助けてほしいこと

口 避難情報など、災害の情報を教えてほしい

図 避難する場合に手助けをしてほしい

□ その他（ ）



誰計画） ※わからないところは空欄で大丈夫です。

、

令|口屋内待機(在宅避難)も可能1

1:薑‘沖=直避難'建物内Ⅷも可ゞ｝
’二□ゞ全な場所への避難が必二

、

口 屋内待機(在宅避難)も可能

遥難(自宅

置が確保で
口 親戚、知人宅に避難

口 開設された指定避難所

（ ）

に避難

国 垂直避難(建物内)も可能

安全な場所への避難が必要

ロ ホテル等（自費）に避難

ノ

【避難するために決めておくこと】

レベル4 レベル5 避難所までの経路や家の周りの危険な場所

避難指示 緊急安全砿保

大雨特別警報等
＝ ロ ユ 一 二 ニ ュ ー一色 戸 b q 百 百 百 宮 b ■b ■ 官 且 ■■ 一 ■

暴風警報
上なる6～3時間前程度）

「氾濫危険情報
時間～1時間前程度）
謬褒害警戒稽報~－－－
〕危険度が高まる最大2時間前程

庵） I
:時には、危険な場所か
難

し…
※自宅前の用水路は大雨が降ると浸水する
寒避離所琴では土砂凝害の危険がない国道
を利用

|･…諾劉…埼市
壱レビ・ラジオカ園I煤す
…←

避難するときに持っていくもの
継続

内服蕊（高血圧）、由薬手帳、杖、眼鏡、
懐中廼灯軽非常用持ち出し袋所から避難

安全な場所へ避難

あなたの避難を支援する人(避難支援者）
※避難支援等関係者や避難支援者へ提供されますので、同意が得られた方のみ記載

住所氏名（関係） 電話番号

同 居宮崎 花代 （ 娘 ） 0985一○○一7711

（ ）

（ ）

避難所

○○公民館

自宅 浸水している用水路を避ける

駐車場までの段差に注意


